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2ひとり親家庭等の状況ひとり親家庭等の状況ひとり親家庭等の状況 2. ひとり親家庭等の状況

１. ひとり親家庭等数の推移

本市におけるひとり親家庭等

の推計世帯数は、調査を始めた

昭和53年度以降一貫して増え

続けてきましたが、今回の調査

の結果、母子家庭が24,726

世帯、父子家庭が3,888世帯、

寡婦が30,807世帯と、いず

れも平成15年6月の調査（以

下「前回調査」といいます。）

に比べ減少しています。

2. 収入

母子家庭の平均年収は227.3

万円と前回調査と比較すると

2.1万円増加しています。しかし、

一般世帯の平均年収566.8万

円（平成19年国民生活基礎調

査による）と比較すると4割程

度にとどまっており、87.1％の

人が「家計が苦しい」又は「や

や苦しい」と感じています。一方、

父子家庭の平均年収は482.1

万円と、母子家庭と比べると高

い水準になっていますが、前回

調査と比較すると29.1万円減

少しており、一般世帯の平均年

収の9割程度であり、66.2％

の人が「家計が苦しい」又は「や

や苦しい」と感じています。

3. 就業率

実態調査時点でのひとり親家

庭の母等の就業率は、母子家

庭で87.3％、父子家庭では

92.1％、寡婦では74.3％と、

いずれも前回調査から増加し

ています。しかし正規雇用の割

合は父子家庭が88.5％である

のに対し、母子家庭は39.4％、

寡婦は48.5％であり、母子家

庭及び寡婦にあっては、パート・

アルバイトなどの不安定な雇

用形態が多くなっています。

4. ワーク・ライフ・バランスの悩み

ワーク・ライフ・バランスで悩みに感じていることの問いに対しひとつでも回答した

ひとり親家庭は約8割（母子家庭78.3％、父子家庭77.8％）に達し、その内容は

ひとり親家庭が仕事と生活（子育て）を両立させることの難しさを表しています。

平成20年9月実施
「名古屋市ひとり親世帯等実態調査」より

仕事が忙しくて、家事等、
家のことに手がまわらない

仕事が忙しくて、子どもと
接する時間が少ない

職場でのひとり親に対する
理解が低い

仕事の時間が固定的で
融通がきかない

子どもや家庭の事情を理由に
休みが取りづらい

もっと働きたいが家事・育児に時間が
かかり充分に働けていない

家計を維持するために仕事を多く
しなければならず、体力的にきつい

精神的にゆとりがない
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